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編 集
後 記

　２月は逃げ月とはよく言ったもので、今年はうるう年で１日多かったとはいえ、やはりあっと
いう間に過ぎてしまったような気がします。締切りに追われつつ、ようやく完成したのも束の間
で、早速次月の４月号の準備をしながら後記を書いています。
　１年経つのも早いもので、今月号が今年度最後の広報誌となりました。今年度の広報誌は表紙
のデザインや、紙面レイアウトの変更など、大きく手を加えた１年となりました。次年度はこの
内容を継続しつつ、更に皆様に楽しんで頂けるような、充実した広報誌を作れるよう頑張ってい

　　　　　　きたいと思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）

令
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五
年
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第
十
一
回
理
事
会

令
和
六
年
二
月
二
十
二
日
㈭
開
催

議
案
事
項

1
報
告
事
項

2 次
第

議
案
№
１
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
１
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
１
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
５
年
度
１
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
６
年
１
〜
２
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
６
年
度
上
半
期
理
事
会
・
定
例
会
の
開
催
日
程
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
総
代
会
ま
で
の
主
要
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
５
年
度
期
末
見
込
お
よ
び
次
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
組
合
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム    

実
践
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
自
主
検
査
結
果
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
相
談
・
苦
情
等
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
対
応
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
令
和
５
年
度
第
３
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
15
　
令
和
５
年
度
12
月
末
資
産
自
己
査
定
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
16
　
令
和
５
年
度
第
３
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
事
項
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他

３
20242024

MARCHMARCH
JAごとうJAごとう
No.217No.217

12



　
和
牛
の
繁
殖
経
営
で
は
、
生
ま

れ
た
子
牛
を
病
気
で
亡
く
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
多
頭
飼
育
の
場
合
、
そ
の
割
合

（
事
故
率
）
は
５
％
か
ら
10
％
と

い
わ
れ
、
仮
に
年
間
40
頭
の
子
牛

が
生
ま
れ
た
と
し
て
、
そ
の
内

２
頭
か
ら
４
頭
を
病
気
で
失
っ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
経
営

に
与
え
る
影
響
も
決
し
て
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
五
島
市
岐
宿
町
中
嶽
で
『
株
式

会
社
山
口
Ｆ
ａ
ｒ
ｍ
』
を
運
営

す
る
山
口
伸
太
郎
さ
ん
は
「
こ
れ

は
生
き
物
を
扱
う
以
上
避
け
て
は

通
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
事
故
率
を

０
％
に
近
づ
け
る
よ
う
に
対
策

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
」
と
胸
を

張
り
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
病
原
体
が
巣
食
う

牛
舎
を
出
来
得
る
限
り
清
潔
に

保
つ
こ
と
が
、
牛
の
病
死
を
防
ぐ

最
初
の
対
策
と
い
う
山
口
さ
ん
の

モ
ッ
ト
ー
は
『
牛
舎
を
建
て
た
時

の
状
態
に
維
持
す
る
』
こ
と
。

こ
れ
は
抵
抗
力
の
弱
い
子
牛
を

下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
病
気
か
ら

守
る
た
め
常
に
清
潔
を
心
掛
け

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　「
毎
朝
、
餌
や
り
の
前
に
１
時

間
ほ
ど
か
け
て
牛
舎
の
清
掃
を

し
て
い
ま
す
。
当
然
、
餌
や
り
後

も
清
掃
し
て
、
使
っ
た
道
具
は

定
位
置
に
戻
す
。
整
理
整
頓
と

清
掃
、
清
潔
を
実
践
し
て
い
ま

す
」

　
母
牛
の
出
産
の
際
に
も
、
新
し

い
藁
を
た
っ
ぷ
り
と
敷
き
詰
め
、

清
潔
な
環
境
の
中
で
分
娩
さ
せ
て

い
る
と
言
い
ま
す
。

　
山
口
さ
ん
が
清
潔
さ
に
こ
だ

わ
る
理
由
は
、
も
う
一
つ
。

　「
悪
臭
問
題
で
す
。
昔
か
ら
牛

舎
の
周
り
は
酷
い
臭
い
が
す
る

も
の
だ
と
、
半
ば
諦
め
て
放
置

さ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
徹
底
的
に
清
掃
す
る
こ

と
で
悪
臭
が
生
じ
な
い
清
潔
な

環
境
に
な
る
よ
う
注
力
し
て
い

ま
す
」

　
現
に
、
牛
舎
内
は
綺
麗
に
清
掃

さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
土
間
や

通
路
に
は
ゴ
ミ
一
つ
見
当
た
ら

な
い
状
態
で
、
牛
舎
特
有
の
臭

い
も
な
く
、
代
わ
り
に
乾
い
た

牧
草
の
良
い
香
り
が
漂
っ
て
い

ま
し
た
。

　
飼
育
環
境
を
整
え
る
と
同
時

に
、
牛
の
健
康
状
態
を
把
握
す

る
こ
と
も
大
切
と
山
口
さ
ん
。

　
現
在
、
繁
殖
雌
牛
50
頭
を
飼

育
。
日
々
、
牛
舎
を
巡
回
し
て

発
情
の
状
況
や
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
牛
の
観
察
は
給
餌
の
時
に

も
欠
か
さ
ず
、
食
事
の
様
子
か

ら
体
つ
き
、
排
せ
つ
物
の

チ
ェ
ッ
ク
に
ま
で
及
び
ま
す
。

　
個
々
の
牛
に
応
じ
た
給
餌
や

対
処
を
施
す
こ
と
で
順
調
に
体

重
も
増
え
、
健
康
で
上
質
な
子

牛
の
生
産
を
実
現
で
き
て
い
る

と
言
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
実
を

結
び
、
山
口
さ
ん
は
、
昨
年
行

わ
れ
た
せ
り
市
（
計
６
回
）
の

中
で
、
最
も
高
額
な
雌
の
子
牛

を
販
売
し
た
生
産
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
は
11

月
の
せ
り
で
落
札
さ
れ
た
１
２
８

万
１
０
０
０
円
（
当
時
の
雌
の

平
均
価
格
36
万
１
１
６
５
円
）

で
し
た
。
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新
上
五
島
町
榎
津
郷
の
魚
目

小
学
校
で
食
農
教
育
の
一
環
と

し
て
、
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
魚
目
小
学
校
の
３
年
生
と
５

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
同
活

動
は
、
か
ん
こ
ろ
餅
の
材
料
で

あ
る
「
甘
藷
」
と
「
も
ち
米
」
を
、

農
協
職
員
や
学
校
関
係
者
、
ま

た
保
護
者
の
手
を
借
り
な
が
ら

生
産
す
る
こ
と
か
ら
取
り
組
み

ま
す
。

　
甘
藷
を
担
当
す
る
15
名
の
３

年
生
は
、
６
月
下
旬
に
甘
藷
の

定
植
を
行
い
、
11
月
に
収
穫
。

１
月
中
旬
に
収
穫
し
た
甘
藷
を

湯
が
い
て
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
も
ち
米
担
当
の
５
年
生
12
名

は
、
５
月
上
旬
の
芽
出
し
作
業

か
ら
始
ま
り
、
苗
作
り
を
行
っ

て
６
月
上
旬
に
は
田
植
え
、
10

月
上
旬
に
稲
刈
り
の
の
ち
、
12

月
に
精
米
を
し
て
か
ん
こ
ろ
餅

作
り
に
備
え
ま
し
た
。

　
２
月
上
旬
に
約
10
か
月
を
費

や
し
た
同
活
動
の
集
大
成
で
あ

る
か
ん
こ
ろ
餅
作
り
を
３
年
・

５
年
生
の
総
勢
27
名
で
行
い
、

令
和
５
年
度
の
食
農
教
育
の
締

め
く
く
り
と
し
ま
し
た
。

　
２
月
10
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
本
店
に
あ
る

調
理
場
に
は
、
子
供
た
ち
の
楽
し
そ
う
な

笑
い
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
女
性
部
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

部
会
は
、
活
動
の
一
環
と
し
て
親
子
教
室

を
開
催
。
会
員
や
そ
の
子
供
た
ち
合
わ
せ

て
10
名
が
参
加
し
て
、
か
ん
こ
ろ
餅
作
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
、
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が

ら
蒸
し
た
か
ん
こ
ろ
を
製
餅
機
を
使
っ
て

練
り
上
げ
る
と
、
出
来
上
が
っ
た
か
ん
こ

ろ
餅
を
楽
し
そ
う
に
丸
め
て
い
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
か
ん
こ
ろ
餅
は
20
本
。

　
つ
き
た
て
の
か
ん
こ
ろ
餅
を
手
に
会
員

達
は
笑
顔
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
女
性
部
は
、
２
月
13
日

と
14
日
の
２
日
間
、
上
五
島
で
研
修
旅

行
を
行
い
、
上
・
下
地
区
か
ら
合
わ
せ

て
７
名
の
部
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
講
師
に
上
五
島
青
方
郷
で

「
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
♡
ア
ト
リ
エ
Ｎ
Ａ
Ｍ

Ｉ
」
と
い
う
お
店
を
営
む
田
原
奈
美
枝

さ
ん
を
迎
え
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
を
体
験
。

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
は
、
15
世
紀
後
半
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
始
ま
っ
た
ア
ー
ト
で
、

ブ
リ
キ
等
に
装
飾
を
施
し
た
も
の
。

　
現
在
、
日
本
で
は
木
材
や
布
、
陶
器

な
ど
そ
の
素
材
は
幅
広
く
、
様
々
な
用

途
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
日
目
に
は
、
同
じ
く
青
方
郷
に
あ

る
長
崎
新
聞
青
方
販
売
セ
ン
タ
ー
所
長

夫
人
の
芳
賀
佳
美
さ
ん
を
講
師
に
招
い

て
、
新
聞
紙
で
出
来
る
エ
コ
バ
ッ
グ
作

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
女
性
部
は
、
近
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た

取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、「
今
後
も
女

性
部
と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

通
じ
て
、
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
を

続
け
て
い
け
れ
ば
」
と
の
声
も
聞
か
れ
、

有
意
義
な
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。
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新
上
五
島
町
榎
津
郷
の
魚
目

小
学
校
で
食
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教
育
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一
環
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か
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。
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ま
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。
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６
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植
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収
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収
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。
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６
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植
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。
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５
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。
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。
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催
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ご
と
う
農
協
き
ゅ
う
り
部
会
（
小
林
善

孝
部
会
長
）
は
１
月
29
日
、
出
荷
反
省
会

を
開
き
、
令
和
５
年
度
産
の
出
荷
販
売
実

績
と
６
年
度
の
生
産
計
画
に
つ
い
て
協
議

し
ま
し
た
。

　
部
会
で
栽
培
さ
れ
る
き
ゅ
う
り
は
、
そ

の
ま
ま
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
青
果
用
と
、

一
度
漬
け
込
み
し
て
販
売
さ
れ
る
加
工
用

が
あ
り
ま
す
が
、青
果
用
は
ご
く
一
部
で
、

大
部
分
が
加
工
用
で
す
。

　
５
年
度
産
き
ゅ
う
り
は
、
71
戸
の
農
家

が
約
５
・
７
㌶
を
栽
培
。
ベ
ト
病
な
ど
病

害
虫
の
被
害
も
少
な
く
、
台
風
の
影
響
も

受
け
な
か
っ
た
こ
と
で
加
工
用
約
４
２
７

㌧
、
青
果
用
約
17
㌧
を
出
荷
し
、
計
画
の

94
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
年
度
は
、
10
㌃
当
り
８
㌧
の
収
量
を

目
指
し
、
約
４
５
０
㌧
の
集
荷
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　
近
年
、
関
東
方
面
か
ら
の
需
要
が
増
加

傾
向
に
あ
る
な
か
で
、
部
会
で
は
、
夏
場

の
貴
重
な
収
入
源
に
も
な
る
魅
力
あ
る

き
ゅ
う
り
を
産
地
と
し
て
維
持
し
て
い
く

た
め
、
今
後
も
新
た
に
栽
培
す
る
農
家
を

求
め
、
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
し
て
い
ま
す
。

　
五
島
甘
藷
生
産
組
合
は
２
月

７
日
、
取
引
先
の
株
式
会
社
丸

促
（
本
社
大
阪
市
）
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
が
出
席
し
て
、
令
和

５
年
産
甘
藷
の
出
荷
反
省
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
丸
促
の
椴
木
康
博
取
締
役
社

長
は
挨
拶
の
中
で
「
五
島
と
の

取
り
組
み
も
３
年
が
経
ち
、
そ

の
間
に
各
地
で
甘
藷
の
生
産
が

増
加
し
て
、
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

何
と
し
て
も
五
島
の
甘
藷
を
他

の
産
地
に
負
け
な
い
芋
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
」
と
述
べ
、

生
産
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
、
10
名
の
生
産

者
が
５
・
３
㌶
の
甘
藷
を
栽
培
。

６
年
産
は
、
作
付
面
積
を
50
㌃

増
や
す
計
画
で
す
。

　
出
荷
実
績
は
、
20
㌕
入
り
の

コ
ン
テ
ナ
で
５
３
６
０
ケ
ー
ス
。

10
㌃
当
た
り
の
収
量
は
２
１
８

８
㌕
で
、
昨
年
の
１
・
９
倍
の

出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
島
振
興
局
か
ら
は
「
５
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
、
気
温
が

平
年
よ
り
高
い
日
が
続
い
た
た

め
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
な
ど
に
よ

る
害
虫
被
害
が
多
発
し
た
。
ま

た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、

栽
培
さ
れ
た
圃
場
で
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
島
内
で
数

件
発
生
し
て
い
る
た
め
引
き
続

き
注
意
が
必
要
」
と
栽
培
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
促
の
営
業
部
の
山
本
伊
知

郎
氏
は
講
評
の
中
で
「
５
年
産

は
、
北
海
道
か
ら
１
０
０
０
㌧

を
超
え
る
出
荷
が
あ
り
、
今
年

は
更
に
３
倍
の
量
を
出
す
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

供
給
過
多
の
状
況
の
中
で
も
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
茨
城
県
産
の

紅
優
甘
（
ベ
ニ
ユ
ウ
カ
）
は
高

価
格
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
、
こ

れ
が
五
島
産
甘
藷
の
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
。
栽
培
技
術
を
上
げ

て
、
良
い
芋
を
作
れ
ば
価
格
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く

販
売
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
社

で
作
る
『
冷
や
し
焼
き
芋
』
は

茨
城
や
千
葉
の
芋
が
強
い
で
す

が
、
将
来
、
五
島
産
に
変
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
組
合
の
代
表

山
内
清
一
氏
は
、「
品
質
の
良
い

甘
藷
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
皆
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
葉
ボ
タ
ン
の
採
種
栽
培
を
行
っ
て
い
る

野
々
切
町
大
窄
地
区
で
２
月
22
日
、
現
地

検
討
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
３
戸
の
農
家
が
タ
キ
イ

種
苗
株
式
会
社
（
本
社
京
都
市
）
の
委
託

を
受
け
て
20
年
以
上
前
か
ら
葉
ボ
タ
ン
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
検
討
会
で
は
、
タ
キ
イ
の
担
当
者
が
生

産
者
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
巡
回
。
成
長

具
合
や
病
害
虫
の
発
生
状
況
な
ど
を
確
認

し
な
が
ら
栽
培
管
理
の
指
導
が
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
時
期
の
ハ
ウ
ス
内
は
、
病
気
の
原

因
と
な
る
カ
ビ
菌
が
発
生
し
や
す
い
た

め
、
株
元
や
葉
の
付
け
根
の
通
気
性
を
図

る
な
ど
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
葉
ボ
タ
ン
は
、
害
虫
が
付
き
や
す

く
、
中
で
も
コ
ナ
ガ
は
新
芽
の
中
に
潜
り

込
ん
で
し
ま
う
た
め
対
策
が
難
し
い
と
の

事
で
す
。

　
担
当
者
は
、「
生
育
は
良
好
で
す
が
、

油
断
な
く
黒
腐
病
や
コ
ナ
ガ
の
防
除
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
暖
冬
の
影
響

で
雄
株
の
成
長
が
早
い
の
で
、
今
後
、
雌

株
の
開
花
に
合
わ
せ
た
手
入
れ
が
必
要
に

な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
に
入
り
雌
雄
両
方
の
花
が
咲
く
と

重
要
な
花
粉
交
配
の
時
期
で
す
が
、
今
年

は
少
し
早
ま
り
そ
う
で
す
。

　
花
粉
交
配
は
、
委
託
し
た
養
蜂
業
者
に

ミ
ツ
バ
チ
が
入
っ
た
木
箱
を
ハ
ウ
ス
の
中

に
置
い
て
も
ら
い
、
一
か
月
ほ
ど
か
け
て

行
わ
れ
ま
す
。
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荷
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６
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甘
藷
の
出
荷
反
省
会
を

開
き
ま
し
た
。

　
丸
促
の
椴
木
康
博
取
締
役
社

長
は
挨
拶
の
中
で
「
五
島
と
の

取
り
組
み
も
３
年
が
経
ち
、
そ

の
間
に
各
地
で
甘
藷
の
生
産
が

増
加
し
て
、
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、

何
と
し
て
も
五
島
の
甘
藷
を
他

の
産
地
に
負
け
な
い
芋
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
い
」
と
述
べ
、

生
産
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
同
組
合
で
は
、
10
名
の
生
産

者
が
５
・
３
㌶
の
甘
藷
を
栽
培
。

６
年
産
は
、
作
付
面
積
を
50
㌃

増
や
す
計
画
で
す
。

　
出
荷
実
績
は
、
20
㌕
入
り
の

コ
ン
テ
ナ
で
５
３
６
０
ケ
ー
ス
。

10
㌃
当
た
り
の
収
量
は
２
１
８

８
㌕
で
、
昨
年
の
１
・
９
倍
の

出
荷
量
と
な
り
ま
し
た
。

　
五
島
振
興
局
か
ら
は
「
５
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
、
気
温
が

平
年
よ
り
高
い
日
が
続
い
た
た

め
、
コ
ガ
ネ
ム
シ
類
な
ど
に
よ

る
害
虫
被
害
が
多
発
し
た
。
ま

た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
は
、

栽
培
さ
れ
た
圃
場
で
は
見
ら
れ

な
か
っ
た
も
の
の
、
島
内
で
数

件
発
生
し
て
い
る
た
め
引
き
続

き
注
意
が
必
要
」
と
栽
培
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
丸
促
の
営
業
部
の
山
本
伊
知

郎
氏
は
講
評
の
中
で
「
５
年
産

は
、
北
海
道
か
ら
１
０
０
０
㌧

を
超
え
る
出
荷
が
あ
り
、
今
年

は
更
に
３
倍
の
量
を
出
す
と

言
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

供
給
過
多
の
状
況
の
中
で
も
、

ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
茨
城
県
産
の

紅
優
甘
（
ベ
ニ
ユ
ウ
カ
）
は
高

価
格
を
キ
ー
プ
し
て
お
り
、
こ

れ
が
五
島
産
甘
藷
の
目
指
す
と

こ
ろ
で
す
。
栽
培
技
術
を
上
げ

て
、
良
い
芋
を
作
れ
ば
価
格
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く

販
売
で
き
ま
す
。
ま
た
、
自
社

で
作
る
『
冷
や
し
焼
き
芋
』
は

茨
城
や
千
葉
の
芋
が
強
い
で
す

が
、
将
来
、
五
島
産
に
変
え
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
組
合
の
代
表

山
内
清
一
氏
は
、「
品
質
の
良
い

甘
藷
を
作
り
、
こ
れ
か
ら
も
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
皆
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
葉
ボ
タ
ン
の
採
種
栽
培
を
行
っ
て
い
る

野
々
切
町
大
窄
地
区
で
２
月
22
日
、
現
地

検
討
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
同
地
区
で
は
、
３
戸
の
農
家
が
タ
キ
イ

種
苗
株
式
会
社
（
本
社
京
都
市
）
の
委
託

を
受
け
て
20
年
以
上
前
か
ら
葉
ボ
タ
ン
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
検
討
会
で
は
、
タ
キ
イ
の
担
当
者
が
生

産
者
と
ビ
ニ
ー
ル
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ウ
ス
を
巡
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。
成
長
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や
病
害
虫
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況
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ど
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認

し
な
が
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栽
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の
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導
が
さ
れ
ま
し
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。
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期
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原

因
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た

め
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元
や
葉
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付
け
根
の
通
気
性
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図

る
な
ど
、
細
心
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意
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払
っ
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い
ま
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。
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、
葉
ボ
タ
ン
は
、
害
虫
が
付
き
や
す

く
、
中
で
も
コ
ナ
ガ
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中
に
潜
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事
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。
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冬
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株
の
成
長
が
早
い
の
で
、
今
後
、
雌
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開
花
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せ
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入
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な
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
３
月
に
入
り
雌
雄
両
方
の
花
が
咲
く
と

重
要
な
花
粉
交
配
の
時
期
で
す
が
、
今
年

は
少
し
早
ま
り
そ
う
で
す
。
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蜂
業
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ミ
ツ
バ
チ
が
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木
箱
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ハ
ウ
ス
の
中

に
置
い
て
も
ら
い
、
一
か
月
ほ
ど
か
け
て

行
わ
れ
ま
す
。
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昨
年
10
月
１
日
か
ら
導
入
さ
れ

た
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
（
適
格
請
求

書
等
保
存
方
式
）。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
は
、
初
め
て
迎

え
る
消
費
税
の
確
定
申
告
に
合
わ

せ
、
２
月
５
日
か
ら
二
日
間
、『
消

費
税
申
告
書
指
導
会
』
を
本
店
で

開
き
ま
し
た
。

　
対
象
と
な
っ
た
の
は
、『
Ｊ
Ａ

ご
と
う
青
色
申
告
会
』
の
未
加
入

者
で
、
今
回
、
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録

を
し
た
こ
と
で
消
費
税
の
免
税
事

業
者
か
ら
課
税
事
業
者
に
な
っ
た

畜
産
農
家
60
名
。

　
会
場
で
は
、
指
導
に
訪
れ
た
福

江
税
務
署
の
職
員
か
ら
制
度
の
説

明
や
申
告
書
の
作
成
方
法
な
ど
が

指
導
さ
れ
、
参
加
し
た
方
々
は

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　
消
費
税
の
課
税
期
間
（
昨
年
1

月
1
日
〜
12
月
31
日
）
で
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
た
10
月
か
ら

12
月
ま
で
の
３
ヶ
月
の
う
ち
、
牛

の
せ
り
が
行
わ
れ
た
の
は
11
月
の

１
回
の
み
。
こ
の
せ
り
で
牛
を

売
っ
て
い
な
い
農
家
に
と
っ
て
確

定
申
告
は
関
係
の
な
い
話
の
よ
う

で
す
が
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
の
発
行

事
業
者
は
消
費
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。
申
告
す
る
こ
と
で
収
入
が

無
か
っ
た
人
で
も
還
付
金
が
発
生

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
」
と

Ｊ
Ａ
の
青
色
申
告
会
を
担
当

す
る
職
員
は
話
し
ま
す
。

　
参
加
し
た
農
家
か
ら
は

「
ぜ
ひ
青
色
申
告
会
に
加
入

し
た
い
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
る
な
ど
、
今
回
の
消
費
税

申
告
書
指
導
会
は
大
変
有

意
義
な
も
の
と
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
適

格
請
求
書
（
イ
ン
ボ
イ
ス
）

を
売
り
手
が
買
い
手
に
発
行

し
、
双
方
で
保
存
す
る
こ
と

で
、
消
費
税
の
『
仕
入
税
額

控
除
』
が
適
用
さ
れ
る
も
の

で
、
イ
ン
ボ
イ
ス
が
な
け
れ

ば
控
除
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
し
、

こ
の
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
る

の
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者

の
み
で
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業

者
に
登
録
で
き
る
の
は
、
消
費
税

の
課
税
事
業
者
の
み
で
、
免
税
事

業
者
が
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発
行
し
よ

う
と
し
た
場
合
に
は
、
売
上
が
１

０
０
０
万
円
以
下
で
も
消
費
税
の

課
税
事
業
者
と
な
る
必
要
が
あ
る

の
で
す
。

　『
仕
入
税
額
控
除
』
は
、
売
上

時
に
受
け
取
っ
た
消
費
税
額
か
ら

仕
入
時
に
支
払
っ
た
消
費
税
額
を

差
し
引
い
て
納
税
す
る
仕
組
み
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
畜
産
農
家
の
場
合
、取
引
先
（
せ

り
の
購
買
者
）
が
消
費
税
の
課
税

事
業
者
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
ボ
イ

ス
が
発
行
で
き
な
い
免
税
事
業
者

の
ま
ま
で
は
相
手
に
不
利
益
を
与

え
て
し
ま
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

２月11日、第20回五島市民駅伝大会が開催され、ＪＡ
ごとうから有志職員で構成する駅伝チーム２組が出場
しました。
メンバーは、昨年11月から週に３日、練習を重ねてき
ました。結果は、出場した職場対抗の部で、２組共に見
事完走を果たし、全12組中Aチームが９位、Bチームが
12位でのゴールとなりました。
「大会前の悪天候で、練習が出来ず、思うような結果が
出せませんでした」とメンバーは悔しい表情を見せて
いました。
沿道からの温かい応援、誠にありがとうございました。
これからもＪＡごとうは、地域の催しへの積極的な参
加を通して、地域社会への貢献に努めて参ります。

A
チ
ー
ム

B
チ
ー
ム
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10ごとう11 ごとう

女性農業者のみなさんへ

「終身年金」で、女性の長い老後をしっかりサポートします。
家族経営協定を結べば保険料の国庫補助も受けられます。
女性の農業経営への参画をしっかり応援します。
税制面で大きな優遇措置

ポイント1

ポイント2

ポイント3

老後生活
への備えは

十分ですか
？農業者年金は今のあなたと

老後のあなたを応援します
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編 集
後 記

　２月は逃げ月とはよく言ったもので、今年はうるう年で１日多かったとはいえ、やはりあっと
いう間に過ぎてしまったような気がします。締切りに追われつつ、ようやく完成したのも束の間
で、早速次月の４月号の準備をしながら後記を書いています。
　１年経つのも早いもので、今月号が今年度最後の広報誌となりました。今年度の広報誌は表紙
のデザインや、紙面レイアウトの変更など、大きく手を加えた１年となりました。次年度はこの
内容を継続しつつ、更に皆様に楽しんで頂けるような、充実した広報誌を作れるよう頑張ってい

　　　　　　きたいと思います。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　   （長瀧　俊一）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間作業場所

３月～11月
３月～10月
12月～５月
12月～３月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

WEB年金相談会のお知らせWEB年金相談会のお知らせ
年金についてのお困りごとを
社会保険労務士へ相談してみませんか？
開  催  日　毎月第２水曜日（祝日の際は翌営業日）
開催時間　1）09：00～09：50　2）09：50～10：40
　　　　　3）10：40～11：30　4）11：30～12：20

詳細は本店金融部までお問合せ下さい
☎0959-72-6212

住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（7月～8月）
　　　　　9時～18時30分（上記以外の月）
※農家レストランは10時30分～14時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～14時
　料金　大人：1,500円　子ども：700円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）
　　　　水曜日（農家レストランのみ）
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